










































本稿で分析対象とするのは宇部市万倉地区 Q 集落で農業を営んできた M 家，N 家に保管されていた金品授受控のうち，
祝儀（長寿祝，誕生祝，新築祝），香典，火事見舞の記録である．表１にその一覧を示している．また，その文書に関わ



















No. 年 西暦 逝去者 No. 年 西暦 逝去者
１ 明治29 1896 ６代目 ６ 昭和15 1940 ９代目二女
２ 大正２ 1913 ７代目母 ７ 昭和21 1946 ８代目三男
３ 大正４ 1915 ８代目先妻 ８ 昭和25 1950 ８代目後妻
４ 大正15 1926 ７代目妻 ９ 昭和38 1963 ８代目（養子）
５ 昭和４ 1929 ７代目 10 昭和47 1972 10代目
【N 家】
No. 年 西暦 逝去者 No. 年 西暦 逝去者
１ 文政６ 1823 １代目＊ ７ 明治11 1878 ４代目の子（男）
２ 天保９ 1838 １代目の妻＊ ８ 明治11 1878 ４代目の子（男）
３ 天保12 1841 ３代目の子（女＊） ９ 大正５ 1916 ４代目
４ 安政５ 1858 ２代目＊ 10 大正６ 1917 ４代目の妻
５ 明治３ 1870 ３代目の子（男＊） 11 昭和22 1947 ５代目
６ 明治４ 1871 ３代目の妻 12 昭和25 1950 ５代目の妻
【M 家】 【N 家】
No. 年 西暦 事　項 No. 年 西暦 事　項
長 寿 祝
１ 明治43 1910 ６代目の妻米寿 １ 明治６ 1873 ３代目61歳
２ 大正２ 1913 ７代目61歳 ２ 明治34 1901 ４代目61歳
３ 大正４ 1915 ８代目42歳 ３ 大正10 1921 ５代目41歳
４ 大正４ 1915 ７代目の妻61歳
誕 生 祝 １ 昭和５ 1930 ９代目の長女 １ 明治40 1907 ５代目長男
新 築 祝
１ 昭和26 1951 祝儀：納屋上棟 １ 明治41 1908 納屋新築
２ 大正３ 1914 本家新築
３ 昭和26 1951 納屋上棟
見　 舞 １ 明治33 1900 火事 １ 明治38 1905 火事





























































































在住（表２－１の A），１軒は当初は Q 集落内に住んでいたが，少なくとも昭和初期には万倉村の中心部に近いところに
転居している（表２－３の B）．M 家親族の関係不明のうち，集落内１は後の昭和12年に姻戚関係になる N 家で，その前
から各種記録の親族欄に記載されていることも多いものの，当時の正確な関係は明らかではない．
























































































































1972年，M 家10代目葬儀のときの親族数が多くなっているのは，M 家９代目の妻が N 家６代目の妹で，M 家と N 家が


















１ 1896 ６代目 23 12 ６ ８代目の親元１ 分家２７代目妻の親元２ 不明１
近隣集落４
隣村１






３ 1915 ８代目先妻 19 12 ７ ７代目妻の親元１ 分家２８代目先妻の親元１ 不明３ ―








































































































１ 1823 １代目＊ 28 17 ― ――
近隣集落７
不明４（内１は菩提寺 ?）
２ 1838 １代目妻＊ 23 15 ― ――
近隣集落５
不明３（内１は菩提寺 ?）
３ 1841 ３代目の子＊ ６ ５ １ ３代目妻の親元１
４ 1858 ２代目＊ 30 19 １ 不明１ 近隣集落８不明２（内１は菩提寺 ?）
５ 1870 ３代目の子＊ 11 ６ ４ ３代目妻の親元１ 不明１４代目妻の親元２
近隣集落１
６ 1871 ３代目妻 23 ９ ６ ３代目妻の親元１ 不明１４代目妻の親元４
近隣集落７
隣村１
７ 1878 ４代目の子 15 ７ ４ ３代目妻の親元１ 不明１４代目妻の親元２
近隣集落４
８ 1878 ４代目の子 13 ６ ４ ３代目妻の親元１ 不明１４代目妻の親元２
近隣集落３



































「その他」については，N 家は比較的居住地が明確な人が多いのに対し M 家は住所や関係不明の者が多く，全体的に























































































































２）M 家10代目には成人した姉妹が５人，N 家６代目は弟妹が５人，N 家７代目は成人した弟妹が４人いる．早世した
者がいるため，成人した者の数と誕生のところに記載されている子ども数とは必ずしも一致しない．
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